
　　　「会津若松市文化センター条例の一部改正について」（案）

教育委員会文化スポーツ課

１．趣旨

　　文化センターとの複合施設である勤労青少年ホームが令和８年度末をもって廃止され

　ることに伴い、当該施設を文化センターとして位置づけ、条例を改正することについて、

　パブリックコメントを実施するものです。

２．条例改正の内容（案）

　①　文化センター条例の条文中、勤労青少年ホームに係る規定を削除します。

　②　文化センターをより利用しやすく、また多様化する文化活動に対応するため、現勤

　　労青少年ホームの施設中、１階講習室、２階集会室、３階体育室については貸出しを

　　継続することとし、文化センター条例の別表に追記します。また、その使用料につい

　　ては、現行の勤労青少年ホーム条例に定める金額と同額とします。

　　　なお、各室の名称について、実態等にあわせて整理します。

　③　その他、文化センターの附属設備器具中、すでに使用不能なものやその名称が実態

    と異なるものについては、削除等整理します。

　　

　　なお、詳細については、別紙新旧対照表のとおりです。

３．施行期日

　　令和９年４月１日（勤労青少年ホーム条例を廃止する条例の施行期日にあわせます。

　なお、新たな施設部分の貸館の開始については、指定管理者との協議のうえ決定してい

　きます。）

　　ただし、別表のうち附属設備器具部分の改正については、公布の日からとします。


